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　オ ウバ ク は 目本各地 の 野 生樹 を 伐採 して 供給 され て き

た が，近年，資源 が 急 激 に 減少 した こ とか ら大 半 を海 外 に

依 存す る よ うに な り ， 中 国東北産や朝鮮 半 島産 に 加 え，中

国 南部 産 が 流通す る よ うに な っ て きた ．オ ウバ ク の 品 質は

産地 に よ り異な り，berbcdneや palm飢illeの 含量，水溶性

の 粘液 質 に っ い て 前報 で報 告 した．オ ウバ ク に は他 に 苦味

質 の oba   none （obacunone ）や 1imonin（obakUlactone ）な ど

を含む こ と
2・　3）が知 られ て い る ．こ れ ら の リモ ノ イ ドに は

昆 虫 に対 す る摂食 阻 害作用
4 動 が 報告され て い る が ，近

年，ラ ッ トや マ ウ ス で の 抗が ん 作用
a・9）

や癌 発 生 の 予防

効果
10・ll）

な ど も報告され て い る．そ こ で，本 報 で は オ ウ

バ ク に 含 まれ る obakunone ，　limoninの 定 量を行 い ，産地 に

よ る 変動や ア ル カ ロ イ ド含 量 との 関連 に つ い て 検討 した ．

　 オ ウバ クの ア ル カ ロ イ ド含量 は 日 本産や中国 南部 産 で

高い 値 を示 す が，中国 東 北 産，朝 鮮 半 島産，日本 の 北 海 道

産 で は含有量が 低い た め品 質が 劣 る と され て い る．し か し，

リモ ノ イ ド含量 につ い て は 今 回 の 測定 で は ア ル カ ロ イ ド

含量 の 低い 中国東北産，朝鮮半島産，北海道産 で 高い 値 を

示 した （FIG．1）、ま た，中国産や朝鮮 半 島産 で は limonin

が t に 含ま れ て い る が R 本 産 で は obalcunone が 主 に 含 ま

れ，北 海 道 産 に 多 く含 まれ て い た．現任，オ ウバ ク の 品 質

は berberine含量 を指標 と して 評 価 され て い るが そ の 含 有

量 の 低 い もの ほ ど リモ ノイ ド含量 は 高い 傾向が 見 られ た．

さらに 日本産 の も の が 他の 産 地 とは リモ ノ イ ドの 組 成 が

（198）
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異 な っ て い る こ とが 明 らか にな っ た ．

実　験　の 　部

　 実 験 材 料

　日本産 ： 北海道 6 検体，本州 ・四 国 17検体，中国産 ：

東 北 9 検体，南部 12検体，未 詳 20 検 体 ，朝 鮮 半 島産 7

検体，台湾産 2 検体．こ れ ら は 1967〜1999年 に 市場品を

入 手 し た．

　 実 験 方 法

　リモ ノ イ ド類の 定 量 は 三 宅 ら
3） の 方法 に 準 じ て ，試 料 粉

末 O．lg に ア セ トン 10ml を加え，超音波抽出 した濾液 を

試料溶液 と して HPLC で測 定 した ．リモ ノ イ ドの 標準品 は

wada ら
12，が 単離 した も の を用 い た．測定条件 は検 出 器 ：

紫外線吸光光度 計 2玉0   ，カ ラ ム ；YMC −Pack　ODS −A 　5 脚 ．

4，6 × 250   ，カ ラ ム 温 度 ： 35℃，移蜘 ：水 ／ア セ トニ

トリル ／ メ タ ノ
ー

ル 混液 （45：45：10），流 速 ： 1．O　m レmin ，

保 持 時 間 ： obakunoric 　＝11．7　min ，　limonin　s　7．lmin ．な お，

測 定 は 2000 年 に行 い ，ア ル カ ロ イ ドの 定量 は 第 13改正 日

本薬 局 方
13 ）

に 準 じ た．
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